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頼
瑜
教
学
の
東
国
伝
播
―
頼
縁
の
鎌
倉
下
向
を
め
ぐ
っ
て
―

坂　

本　

正　

仁

は
じ
め
に

中
世
後
半
の
真
言
宗
は
根
来
寺
・
高
野
山
の
両
教
相
本
寺
を
軸
と
し
て
、
そ
こ
に
交
衆
し
て
新
義
・
古
義
の
教
相
を
修
学
す
る

全
国
各
地
か
ら
の
僧
侶
集
団
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
教
団
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
教
団
は
近
世
初
期
に
な
り
政

治
権
力
に
公
認
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
義
真
言
宗
・
古
義
真
言
宗
を
公
称
し
、
両
派
並
立
の
体
制
が
確
立
す
る
。
両
教
団
は
醍
醐
寺
・

仁
和
寺
な
ど
の
事
相
本
寺
を
核
と
し
、
事
相
本
寺
が
古
代
以
来
創
始
、
発
展
さ
せ
て
き
た
法
流
の
授
受
を
介
し
て
形
成
さ
れ
る
法

系
集
団
と
は
編
成
の
基
本
原
理
を
全
く
異
に
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
の
形
成
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
時
、
新
義
真
言
宗
な

ら
ば
新
義
教
学
の
祖
と
さ
れ
る
頼
瑜
の
教
学
は
、
い
か
な
る
契
機
に
よ
っ
て
、
い
つ
頃
か
ら
全
国
へ
の
展
開
を
見
せ
始
め
た
の
か

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ろ
う
。

頼
瑜
思
想
の
鎌
倉
へ
の
紹
介
、
伝
播
に
お
い
て
、
そ
の
主
要
著
述
類
を
携
行
し
て
鎌
倉
に
下
り
、
さ
ら
に
関
東
や
陸
奥
に
ま
で

足
を
伸
ば
し
て
講
述
や
伝
授
を
行
っ
た
頼
縁
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
諸
処
に
伝
来
す
る
頼
瑜
著
述
類
の
転
写
過
程
を
検

討
し
た
時
に
は
了
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
（
１
）。

し
か
し
、
本
格
的
な
頼
瑜
伝
記
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
三
浦
章
夫
氏
の
「
中
性
院
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頼
瑜
法
印
年
譜（２
）」
や
小
笠
原
弘
道
氏
の
「
頼
瑜
僧
正
年
譜（３
）」
は
、
頼
縁
の
鎌
倉
下
向
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
頼
瑜
伝
の
根
本
史
料
と
な
っ
て
き
た
運
敞
作
『
結
網
集
』（
天
和
三
年
自
序
）
中
巻
の
頼
瑜
伝
中
で
も
、
頼
縁
を

介
し
た
頼
瑜
思
想
の
伝
播
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
言
及
が
な
い
。
更
に
『
結
網
集
』
は
数
人
の
頼
瑜
門
弟
の
略
伝
を
載
せ
る
が
、
そ

の
中
に
頼
縁
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
鎌
倉
下
向
後
は
恐
ら
く
根
来
に
戻
る
こ
と
な
く
、
東
国
で
没
し
た
頼
縁
の
事
績
は
殆
ど
忘
却

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。頼
縁
の
事
績
に
つ
い
て
始
め
て
言
及
し
た
の
は
櫛
田
良
洪
氏
で
あ
る
（
４
）。頼
縁
が
永
仁
三
年（
一
二
九
五
）

九
月
に
鎌
倉
佐
々
目
の
頼
助
住
坊
に
来
た
事
、
頼
縁
の
活
動
は
鎌
倉
に
留
ま
ら
ず
、
関
東
各
地
さ
ら
に
は
陸
奥
に
ま
で
及
ん
だ
事
、

頼
縁
が
も
た
ら
し
た
頼
瑜
著
述
の
写
本
は
儀
海
に
よ
り
転
写
さ
れ
、
さ
ら
に
尾
張
真
福
寺
開
山
能
信
ら
の
転
写
が
あ
っ
た
事
、
頼

瑜
よ
り
相
承
の
実
勝
方
・
中
性
院
流
を
鎌
倉
に
も
た
ら
し
た
事
、
さ
ら
に
金
沢
文
庫
の
聖
教
裏
文
書
に
頼
瑜
書
状
が
遺
る
こ
と
を

根
拠
に
、
頼
瑜
自
身
も
鎌
倉
に
下
向
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
事
（
５
）、
等
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
大
伝
法
院
僧
徒
と

し
て
の
頼
縁
、
頼
縁
の
下
向
と
頼
瑜
の
関
係
、
頼
瑜
に
は
良
殿
・
頼
淳
・
順
継
ら
、
後
に
頼
瑜
の
事
相
・
教
相
面
で
の
後
継
者
と

し
て
名
を
残
す
弟
子
ら
が
居
た
に
も
拘
ら
ず
頼
縁
が
下
向
し
た
理
由
な
ど
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

頼
縁
関
係
の
史
料
は
乏
し
く
、
多
く
を
頼
縁
が
携
行
し
た
頼
瑜
著
述
類
を
他
僧
が
転
写
し
た
際
の
識
語
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

頼
瑜
著
述
類
の
書
写
を
介
し
て
、
頼
瑜
教
学
が
伝
播
、
普
及
す
る
に
は
当
然
な
が
ら
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
頼

縁
の
東
国
で
の
講
筵
や
授
法
活
動
と
、
頼
縁
の
許
で
の
儀
海
の
書
写
活
動
、
更
に
能
信
ら
に
よ
る
儀
海
転
写
本
の
書
写
活
動（６
）は
、

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
た
時
代
の
頼
瑜
教
学
展
開
の
画
期
を
な
し
て
い
る
。
以
下
、
管
見
に
入
っ
た
史
料
を
も
と
に
頼

縁
の
事
績
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

頼
縁
に
つ
い
て
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後
述
す
る
よ
う
に
頼
縁
の
鎌
倉
下
向
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
三
月
か
ら
八
月
の
間
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
れ
以
前
の
頼
縁
の
活

動
を
見
て
お
き
た
い
。
管
見
の
限
り
、
頼
縁
の
俗
姓
、
生
地
、
出
家
の
年
次
や
師
僧
、
高
野
山
大
伝
法
院
に
入
る
経
緯
な
ど
を
示

す
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
後
世
の
史
料
で
あ
る
が
、
関
東
相
模
を
中
心
に
展
開
し
た
三
宝
院
流
（
実
勝
方
・
中
性
院
流
）
の

系
譜
を
印
融
が
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
頃
に
編
ん
だ
「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」
の
第
廿
八
代
祖
頼
縁
法
印
徳
行
并
附
法
弟
子
（『
続
群

書
類
従
』
第
二
八
輯
下
）
に
「
頼
縁
法
印
、
鎌
倉
佐
々
目
谷
居
住
也
、
自
弘
安
二
年
至
永
仁
三
年
、
於
根
来
寺
中
性
院
随
頼
瑜
法
印
、

伝
事
相
之
源
極
、
習
教
相
之
淵
底
之
人
也
」
と
あ
る
程
度
で
あ
る
。
史
料
の
性
質
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
鎌
倉
に
下
る
前
の
頼

縁
は
、
高
野
山
や
根
来
寺
で
中
性
院
頼
瑜
に
就
い
て
学
び
、
事
相
・
教
相
両
面
の
奥
旨
を
極
め
た
と
し
て
器
量
の
高
さ
が
称
揚
さ

れ
て
い
る
。

頼
縁
は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
九
月
二
十
二
日
に
南
都
の
般
若
寺
密
厳
院
に
て
、
頼
瑜
が
報
恩
院
憲
深
か
ら
伝
授
さ
れ
た
十
八

道
の
口
决
を
纏
め
た
「
野
道
鈔
」
を
書
写
し
て
い
る
が
、
そ
の
奥
に
「
金
剛
佛
子
縁
成
改
頼
縁　

生
年
廿
六

」
と
自
署
し
て
い
る（
７
）。
こ
の
記
載
か

ら
頼
縁
は
初
名
を
縁
成
と
称
し
、
二
十
六
歳
の
時
に
改
名
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
以
下
、
必
要
以
外
は
頼
縁
に
統
一
）。
ま
た
年
令
か

ら
逆
算
す
る
と
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
生
ま
れ
、
頼
瑜
よ
り
も
二
十
七
年
年
少
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
当
然
で
あ
る
が
、
こ

の
年
以
前
の
書
写
奥
書
は
全
て
縁
成
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、「
大
法
師
縁
成
」
は
弘
安
二
年
四
月
二
十
八
日
に
南
都
根
本
成
身

院
で
頼
瑜
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る（
８
）。
頼
縁
は
頼
瑜
の
附
法
の
弟
子
と
な
り
、そ
の
一
字
を
系
字
と
し
て
用
い
て
改
名
し
、「
野

道
鈔
」
の
書
写
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
頼
縁
の
字
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月
に
書
写
し
た
「
大
疏
處

分
義
短
冊
」
奥
書
に
は
「
竪
者
縁
成
播
磨
□
」
と
あ
り（
９
）、
先
述
の
「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
」
は
縁
成
に
「
号
播
磨
」
と
注

記
す
る
の
で
、
頼
縁
は
播
磨
の
卿
名
を
字
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二　

鎌
倉
下
向
以
前
の
頼
縁

頼
縁
の
事
績
と
し
て
確
認
で
き
る
初
例
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
八
月
以
前
に
高
野
山
大
伝
法
院
の
学
生
供
に
選
抜
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
仁
和
寺
真
光
院
の
禅
助
が
大
伝
法
院
座
主
職
に
あ
っ
た
時
、
彼
は
大
伝
法
院
方
の
入
寺
権
学
衆
の
中
か
ら
選
抜
す

る
学
生
供
三
口
を
設
け
て
、
院
領
で
あ
る
山
崎
荘
か
ら
の
得
分
を
支
給
し
て
一
層
学
道
稽
古
に
精
進
さ
せ
る
こ
と
を
大
伝
法
院
三

綱
に
命
じ
た
。
初
度
の
三
人
に
選
ば
れ
た
の
が
頼
縁
・
実
算
・
盛
紹
で
あ
り
、
各
に
は
三
斛
六
斗
の
供
料
が
支
給
さ
れ
た

A
C
B

。
最
初

の
学
生
供
に
選
抜
さ
れ
た
こ
と
は
、
頼
縁
が
早
く
か
ら
修
学
能
力
に
秀
で
て
い
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
い
た
証
左
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
事
績
は
ほ
と
ん
ど
を
頼
縁
自
身
の
書
写
識
語
、
あ
る
い
は
彼
が
所
持
し
て
い
た
頼
瑜
著
述
写
本
を
書

写
し
た
余
僧
の
識
語
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

頼
縁
は
遅
く
と
も
二
十
三
歳
以
前
に
大
伝
法
院
方
の
入
寺
権
学
衆
の
地
位
に
就
い
て
い
た
（
実
算
は
文
永
九
年
時
点
で
三
十
二
歳
で

あ
っ
た
）。
覚
鑁
が
定
め
た
大
伝
法
院
の
所
司
に
よ
れ
ば
、
三
十
六
人
の
学
衆
（
山
籠
）
の
下
位
で
、
五
十
人
の
夏
衆
の
上
位
に
権
学

衆
七
十
人
が
お
り
、
そ
の
中
の
三
十
人
は
入
寺
に
補
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
頼
縁
ら
三
人
の
入
寺
権
学
衆
は
こ
れ
に

相
当
し
よ
う

A
D
B

。
な
お
頼
縁
と
同
時
に
学
生
供
に
選
出
さ
れ
た
実
算
・
盛
紹
は
そ
の
後
も
根
来
寺
内
で
活
動
し
、正
安
元
年
（
一
二
九
九
）

十
二
月
二
十
六
日
に
始
行
さ
れ
た
根
来
寺
の
竪
義
で
は
、
探
題
と
精
義
を
右
学
頭
の
頼
瑜
が
勤
め
、
山
籠
職
の
実
算
と
盛
紹
は
問

者
役
を
勤
め
て
い
る

A
E
B

。
実
算

A
F
B

は
、
そ
の
後
根
来
寺
宝
積
院
の
住
持
と
な
り
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
に
は
同
寺

密
厳
院
院
主
に
補
任
さ
れ
、
さ
ら
に
左
学
頭
を
も
兼
ね
た
が
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
八
月
二
十
二
日
に
七
十
七
歳
で
没
し
て
い

る

A
G
B

。
大
伝
法
院
所
司
は
頼
瑜
が
山
籠
か
ら
学
頭
に
補
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
器
量
に
し
た
が
い
昇
進
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
実
算
・

盛
紹
が
権
学
衆
か
ら
権
学
衆
入
寺
、
さ
ら
に
学
衆
（
山
籠
）
に
昇
っ
た
の
も
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
最
初
の
学
生
供
に
選
ば
れ
た
彼
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ら
に
と
っ
て
は
順
調
な
昇
進
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
鎌
倉
下
向
以
前
の
頼
縁
も
同
様
な
道
を
歩
ん
で
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
鎌
倉
に
下
向
し
、
佐
々
目
谷
の
禅
室
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
八
月
ま
で
の
様
子

を
み
た
い
。
先
ず
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月
に
頼
縁
は
高
野
山
大
伝
法
院
御
社
の
竪
義
に
竪
者
を
勤
め
、「
大
疏
処
分
義
短
冊
」

を
記
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る

A
H
B

。

こ
の
時
以
外
に
頼
縁
が
竪
義
に
出
仕
し
た
史
料
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
大
伝
法
院
で
は
伝
法
会
を
始
め
と
し
て
修
学
、

祈
願
、
追
善
な
ど
の
様
々
な
行
事
が
執
行
さ
れ
て
お
り

A
I
B

、
談
議
・
竪
義
・
論
議
や
曼
荼
羅
供
な
ど
が
修
さ
れ
て
い
た
。
頼
縁
も
様
々

な
役
に
出
仕
し
た
り
、
教
相
・
事
相
修
学
の
席
に
連
な
り
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
か
ら
翌
弘

安
元
年
（
一
二
七
八
）
二
月
に
か
け
て
は
醍
醐
寺
の
住
房
で
あ
る
中
性
院
に
滞
在
し
て
い
た
頼
瑜
に
随
従
し
て
、
縁
成
は
頼
瑜
主
著

の
一
つ
「
釈
論
開
解
鈔
」
の
書
写
に
励
ん
で
い
る
が
、
書
写
は
間
断
も
あ
っ
た
が
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
ま
で
続
い
て
い
る

A
J
B

。

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
四
月
に
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
南
都
の
根
本
成
身
院
で
二
十
六
歳
の
縁
成
大
法
師
は
頼
瑜
に
伝
法

灌
頂
を
授
か
り
阿
闍
梨
と
な
っ
て
お
り
、
印
融
が
「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」
で
「
於
根
来
寺
中
性
院
随
頼
瑜
法
印
、
伝
事
相
之
源
極
、

習
教
相
之
淵
底
之
人
也
」
と
評
す
る
の
は
当
を
得
て
い
よ
う

A
K
B

。

頼
縁
は
そ
の
後
も
事
相
・
教
相
両
面
に
わ
た
る
頼
瑜
著
述
類
の
書
写
を
続
け
て
い
る
。
弘
安
二
年
九
月
に
は
南
都
般
若
寺
密
厳

院
で
「
野
道
鈔
」「
野
金
鈔
」「
野
胎
鈔
」「
野
火
鈔
」
を
書
写
し
た

A
L
B

。
同
六
年
（
一
二
八
三
）
五
月
二
十
一
日
に
は
、
頼
瑜
が
道
猷

に
灌
頂
を
伝
授
し
た
時
に
、「
頼
縁
大
法
師
」
は
道
場
の
讃
衆
を
勤
め
て
い
る

A
M
B

。
同
年
六
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
、
高

野
山
の
聖
無
動
院
及
び
中
性
院
で
「
菩
提
心
論
愚
草
」
第
一
～
第
四

A
N
B

、
翌
七
年
（
一
二
八
四
）
四
月
に
は
金
峰
山
寺
で
「
秘
鍵
草

A
O
B

」、

さ
ら
に
三
十
歳
と
な
っ
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
、
高
野
山
実
相
院
及
び
中
性
院
で
、
先
年
の
醍
醐

寺
に
お
け
る
書
写
に
漏
れ
た
「
釈
論
開
解
鈔
」
八
・
十
六
・
十
七
・
十
八
巻
を
書
写
し
た

A
P
B

。
こ
の
よ
う
に
頼
縁
は
頼
瑜
著
述
類
を
中
心

に
旺
盛
な
書
写
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
頼
瑜
が
早
く
か
ら
書
写
を
許
し
て
い
る
こ
と
は
、
頼
縁
の
器
量
を
認
め
て
い
た
だ
け
で
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な
く
、
附
法
の
弟
子
に
な
っ
た
こ
と
で
事
相
・
教
相
両
面
で
将
来
を
担
う
人
材
と
し
て
期
待
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
中
で
、
弘
安
九
年
七
月
二
十
四
日
に
高
野
山
上
の
大
伝
法
院
方
に
と
っ
て
、
歴
史
を
変
え
る
大
騒
動
が
発
生
し
た
。
所
謂
大
湯

屋
騒
動
の
勃
発
で
あ
る
。

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
発
生
し
た
金
剛
峯
寺
方
と
の
衝
突
で
、
大
伝
法
院
方
は
伝
法
堂
を
始
め
と
す
る
伽
藍
を
焼
か
れ
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
伽
藍
は
復
興
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
弘
安
九
年
に
は
大
湯
屋
の
再
建
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
金
剛
峯

寺
側
は
そ
の
規
模
を
異
例
と
し
て
大
伝
法
院
に
押
し
寄
せ
停
止
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
、
両
方
僧
徒
の
争
い
に
発
展
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
件
は
以
前
か
ら
続
い
て
い
た
両
勢
力
の
対
立
が
大
湯
屋
再
建
を
機
に
表
面
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
再
建
さ
れ
る
湯
屋

の
規
模
は
以
前
の
も
の
と
変
わ
ら
ず
、
金
剛
峯
寺
方
の
主
張
は
事
実
に
反
し
て
い
た
。

こ
の
事
態
に
直
面
し
て
、
大
伝
法
院
の
僧
徒
ら
は
同
年
正
月
に
右
学
頭
職
に
就
い
て
い
た
頼
瑜
ら
が
中
心
と
な
っ
て
高
野
を
離

れ
、
覚
鑁
の
故
地
で
あ
る
根
来
の
円
明
寺
に
移
り
一
層
の
混
乱
を
避
け
た
。
一
方
の
金
剛
峯
寺
方
は
同
年
八
月
付
で
一
四
二
人
の

僧
徒
が
連
署
し
、
末
代
に
亘
り
大
伝
法
院
方
僧
徒
の
高
野
帰
住
を
認
め
な
い
旨
の
置
文
を
作
成
し
て
対
抗
し
た
の
で
あ
る

A
Q
B

。
こ
の

騒
乱
の
中
で
、
頼
縁
も
頼
瑜
ら
に
随
従
し
て
根
来
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
弘
安
九
年
六
月
十
八
日
に
高
野
山
の
中
性

院
で
「
釈
論
開
解
鈔
」
を
書
写
し
て
か
ら
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
十
二
月
ま
で
の
八
年
間
は
、
書
写
識
語
に
限
ら
ず
頼
縁
に
関
す

る
史
料
は
一
つ
も
確
認
さ
れ
ず
、
動
向
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三　

鎌
倉
下
向
の
決
定
と
準
備

し
ば
ら
く
行
方
の
途
絶
え
た
頼
縁
で
あ
る
が
、
永
仁
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
根
来
寺
で
頼
瑜
草
本
の
「
薄
草
子
口
決
」
第
一

の
書
写
を
終
了
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
後
の
三
カ
月
ほ
ど
は
同
寺
中
性
院
で
以
前
に
増
し
て
活
発
に
頼
瑜
著
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述
類
の
書
写
に
励
ん
で
い
る
。
こ
の
時
に
書
写
さ
れ
た
の
は
「
薄
草
子
口
決
」「
瑜
祇
経
拾
古
鈔
」
そ
し
て
「
大
疏
指
心
鈔
」
な
ど

事
相
・
教
相
の
主
要
書
目
で
あ
る
。
と
も
か
く
頼
縁
は
書
写
に
猛
進
し
た
が
、
自
ら
の
書
写
だ
け
で
は
想
定
の
期
間
内
に
完
了
で

き
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
頼
瑜
門
下
僧
の
仁
恵
に
助
筆
を
願
い
出
て
書
写
を
急
い
で
い
る
。
仁
恵
は
大
炊
御
門
中
将

季
道
の
子
息
で
あ
り
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
十
一
月
一
日
四
十
九
歳
で
頼
瑜
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
た

A
R
B

。
仁
恵
は
永
仁
二

年
十
二
月
二
十
九
日
に
「
瑜
祇
経
拾
古
鈔
」
下
巻
の
書
写
を
了
え
た
が
、
こ
れ
は
頼
縁
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、
九
カ
日
を
以

て
上
中
下
三
巻
の
書
写
を
成
就
し
た
と
奥
書
に
記
し
て
い
る
。
翌
三
年
（
一
二
九
五
）
正
月
四
日
に
な
っ
て
頼
縁
は
こ
れ
に
校
点
を

加
え
て
い
る

A
S
B

。
な
お
仁
恵
の
奥
書
か
ら
す
る
と
、
頼
縁
は
永
仁
二
年
十
二
月
の
暫
く
前
か
ら
根
来
寺
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

仁
恵
の
書
写
は
「
瑜
祇
経
拾
古
鈔
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
永
仁
三
年
二
月
上
旬
に
は
播
磨
阿
闍
梨
頼
縁
よ
り
「
大
疏
指
心
鈔
」

全
十
六
巻
の
書
写
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
仁
恵
は
五
十
日
間
を
擁
し
て
、
同
年
閏
二
月
十
五
日
ま
で
に
十
巻
ま
で
を
書
写
し
了
え

た
が
、
さ
ら
に
最
終
十
六
巻
の
書
写
が
完
了
し
た
の
は
同
年
三
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

A
T
B

。「
薄
草
子
口
决
」「
大
疏
指
心
鈔
」

の
書
写
を
も
っ
て
頼
縁
の
根
来
寺
に
お
け
る
助
筆
を
交
え
た
頼
瑜
主
著
類
の
書
写
は
了
え
て
い
る
が
、
一
般
的
な
書
写
活
動
と
は

様
相
を
異
に
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
特
別
な
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

永
仁
三
年
三
月
ま
で
の
短
期
間
に
書
写
さ
れ
た
頼
瑜
主
要
著
述
の
他
に
、
先
述
の
よ
う
に
頼
縁
は
大
湯
屋
騒
動
が
勃
発
す
る
前

に
、
高
野
山
内
で
頼
瑜
の
「
釈
摩
訶
衍
論
」「
菩
提
心
論
」
の
注
釈
書
で
あ
る
「
釈
論
開
解
鈔
」「
菩
提
心
論
愚
草
」
等
を
書
写
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
、
永
仁
三
年
三
月
の
時
点
で
頼
縁
の
手
元
に
は
教
相
・
事
相
（
憲
深
伝
受
の
三
宝
院
流
）
の
基
本
書
に

か
か
わ
る
頼
瑜
の
理
解
・
解
釈
、
思
想
が
籠
め
ら
れ
た
著
述
類
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ら
の
諸
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
頼
瑜
の
思
考
す
る
真
言
密
教
思
想
、
三
宝
院
流
伝
授
内
容
を
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら

頼
縁
の
手
元
に
集
積
さ
れ
た
写
本
は
東
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
頼
縁
の
元
で
儀
海
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
（
儀
海
の
書
写

本
は
さ
ら
に
真
福
寺
開
山
能
信
に
よ
り
書
写
さ
れ
大
須
の
真
福
寺
に
伝
来
）、
先
述
し
た
短
期
間
に
お
け
る
一
連
の
書
写
活
動
は
、
頼
瑜
著
述
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の
鎌
倉
流
布
を
企
図
し
た
東
国
下
向
に
携
行
す
る
た
め
の
準
備
と
見
做
し
て
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
旺
盛
な
書
写
の
意
図
を
窺
え
る
史
料
に
、頼
瑜
所
持
本
を
頼
縁
が
書
写
し
、さ
ら
に
儀
海
、能
信
と
転
写
さ
れ
た「
薄
草
决（
薄

草
紙
口
决
）」
第
一
の
奥
書

A
U
B

が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

（
頼
瑜
・
憲
深
奥
書
略
。
引
用
中
の
傍
線
は
坂
本
）

写
本
云

　

永
仁
二
年
十
二
月
廿
九
日
、
於
紀
刕
根
来
寺
以
中
性
院
草
本
ヲ
書
写
畢
、

師
主
仰
云
、
此
抄
ハ
是
レ
親
リ
先
師
ノ
御
口
决
ノ
故
ニ
、
予
伝
法
門
弟
雖
有
リ
ト
其
ノ
数
ス
、
未
授
与
、
而
ル
ニ
今
ニ
依
感
ル
ニ
山
川
往
復

之
懇
志
ヲ
、
猥
ク
与
唯
授
一
人
之
抄
記
、
縦
ヒ
雖
為
入
室
之
同
侶
不
可
許
之
、
若
背
此
ノ
旨
ニ
者
已
ニ
似
軽
ス
ル
ニ
師
命
ヲ
、
定
違
佛

意
者
欤
云
々
、 　
　
　

頼
縁
（
龍
華
寺
本
は
「
金
剛
仏
子
頼
縁
本
名
縁
成

」）

意
訳
す
る
な
ら
ば
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
十
二
月
二
十
九
日
に
根
来
寺
に
お
い
て
、
中
性
院
頼
瑜
師
筆
の
草
本
を
以
て
書
写

し
了
え
た
。
こ
の
時
、
師
主
頼
瑜
が
申
す
に
は
、
此
の
「
薄
草
子
口
决
」
は
自
分
が
先
師
憲
深
の
御
口
決
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
分
に
は
伝
法
上
の
門
弟
は
数
多
い
が
、
未
だ
誰
に
も
授
与
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
頼
縁
の
近
々
の
「
山
川
往
復
」
の
厚

志
に
感
じ
て
、
た
だ
一
人
（
頼
縁
）
に
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
入
室
の
弟
子
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
抄
記
を
書
写
さ
せ
授
与

し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
こ
の
旨
に
背
く
な
ら
ば
、
師
命
を
軽
ん
じ
る
も
の
で
、
仏
意
に
背
く
こ
と
で
あ
る
、
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

文
中
に
は
理
解
し
難
い
点
も
あ
る
が
、
頼
瑜
は
頼
縁
が
申
し
出
た
「
山
川
往
復
」
の
懇
志
に
感
動
し
て
、
伝
法
の
門
弟
で
も
み

だ
り
に
授
与
せ
ず
「
唯
授
一
人
」
の
書
で
あ
る
「
薄
草
子
口
决
」
の
書
写
を
許
可
し
た
（
頼
縁
が
助
筆
を
交
え
た
全
二
十
帖
の
書
写
を
完

了
す
る
の
は
永
仁
三
年
閏
三
月
で
あ
る
）。
そ
し
て
「
山
川
往
復
」
と
は
、
そ
の
後
の
頼
縁
の
行
動
か
ら
判
断
し
て
、
頼
瑜
の
主
要
著
述

類
を
携
え
て
鎌
倉
に
下
り
、
そ
の
講
述
、
伝
授
や
転
写
を
介
し
て
頼
瑜
思
想
を
流
布
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
判
断
で

き
よ
う
。
頼
縁
が
「
山
川
往
復
」
を
志
望
し
、
そ
れ
を
頼
瑜
に
告
げ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
永
仁
二
年
十
二
月
二
十
九
日
よ
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り
も
差
程
前
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
永
仁
二
年
十
二
月
二
十
九
日
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
頼
縁
が
仁
恵
に
依
頼
し
て
い
た
、

頼
瑜
の
事
相
主
著
の
一
つ
「
瑜
祇
経
拾
古
鈔
」
三
巻
の
書
写
が
完
了
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。

な
お
、
先
の
奥
書
は
理
解
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
主
要
著
述
類
の
流
布
を
通
じ
た
頼
瑜
思
想
の
鎌
倉
展
開
を
企
図
し
た
の
は
頼

瑜
自
身
で
あ
っ
た
が
、
自
身
は
高
齢
な
た
め
（
永
仁
三
年
に
頼
瑜
は
七
十
歳
）
下
向
は
無
理
な
の
で
、
諸
門
弟
ら
に
任
務
遂
行
を
打
診

し
た
が
、
門
弟
中
で
も
最
年
長
で
あ
っ
た
頼
縁
が
応
じ
た
、
と
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う

A
V
B

。
し
か
し
、
そ
う
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
頼
縁
の
下
向
は
頼
瑜
の
関
係
史
料
中
に
何
ら
か
の
痕
跡
を
遺
し
て
い
て
も
不
思
議
で
な
い
が
、
先
の
奥
書
を
除

い
て
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
大
伝
法
院
方
の
僧
徒
で
俊
秀
の
評
価
を
得
て
、「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」
の
云
う
よ
う
に
、
頼
瑜
か

ら
永
年
に
わ
た
り
教
相
・
事
相
両
面
の
教
導
、
伝
授
を
受
け
て
い
た
頼
縁
が
、
師
主
頼
瑜
の
永
年
に
亘
る
研
鑽
の
結
果
樹
立
し
た
、

東
密
の
先
学
諸
師
ら
と
は
異
な
る
教
相
上
の
独
自
の
解
釈
、
理
解
や
憲
深
が
絶
賛
し
た
自
ら
の
三
宝
院
流
聖
教
伝
受
し
た
時
の
高

度
で
詳
細
な
内
容
を
纏
め
た
著
述
類
を
、
積
極
的
に
武
家
政
治
の
拠
点
と
し
て
新
た
な
仏
教
、
文
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
東
国

鎌
倉
へ
も
た
ら
し
、そ
の
流
布
を
企
図
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。
頼
瑜
に
と
っ
て
、頼
縁
の
志
望
そ
し
て
実
行
は
、

師
僧
に
と
っ
て
名
利
に
尽
き
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、頼
縁
の
下
向
と
同
時
期
に
、東
国
で
は
宥
祥（
妙
静
上
人
）が「
大
日
経
疏
」の
講
筵
を
重
ね
て
い
た
事
実
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

宥
祥
は
永
仁
三
年
に
東
寺
大
勧
進
憲
静
（
願
行
上
人
）
の
招
請
で
東
寺
で
「
大
日
経
疏
」
談
義
の
た
め
上
洛
し
た
が
、
程
な
く
同
四

月
に
憲
静
が
没
し
た
た
め
関
東
に
下
り
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
六
月
頃
に
は
下
野
衣
寺
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
頃
に
は
鎌
倉

理
智
光
院
で
「
大
日
経
疏
」
の
講
伝
を
重
ね
た
が
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
四
月
十
七
日
に
理
智
光
院
に
寂
し
た
（「
贈
僧
正
宥
範
發

心
求
法
縁
起
」）。
彼
は
「
大
日
経
疏
」
伝
授
の
伊
豆
方
、
法
流
意
教
流
願
行
方
の
一
派
伊
豆
方
の
祖
で
あ
る
よ
う
に
、
伊
豆
走
湯
山

の
僧
で
あ
り
高
野
山
で
修
学
し
、
さ
ら
に
諸
僧
に
「
大
日
経
疏
」
を
伝
授
し
て
、
そ
の
伝
授
の
権
威
と
な
っ
た
僧
で
あ
る
。
弟
子

も
多
く
高
野
山
宥
快
の
師
宥{

も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。「
大
日
経
疏
」
の
注
釈
に
邁
進
し
大
部
の
書
を
著
し
た
頼
瑜
の
門
弟
頼
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縁
に
と
っ
て
、
東
国
で
活
動
し
て
い
た
宥
祥
の
存
在
は
刺
激
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
直
接
的
な
史
料
に
は
恵
ま
れ
な
い
が
、
頼
縁

の
下
向
契
機
を
宥
祥
の
「
大
疏
」
講
伝
活
動
に
関
係
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

四　

頼
縁
の
鎌
倉
下
向
と
居
住
地
を
め
ぐ
っ
て

頼
縁
の
動
向
を
追
う
と
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
三
月
十
一
日
に
根
来
寺
で
仁
恵
に
依
頼
し
た
「
大
疏
指
心
鈔
」
十
六
巻
分
の

書
写
が
終
了
し
て
い
る
の
で
、
同
時
点
で
頼
縁
は
根
来
寺
に
居
た
。
し
か
し
、
同
年
八
月
二
日
に
鎌
倉
佐
々
目
の
住
房
で
「
秘
鈔

口
决
」
第
一
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

A
W
B

、
頼
縁
の
動
向
は
明
ら
か
で
な
い
。
よ
っ
て
「
山
川
往
復
」
た
る
鎌
倉

下
向
は
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
同
年
六
月
十
六
日
に
「
頼
縁
」
が
「
後
七
日
御
修
法
由
緒
作
法
」「
後
七
日
口
決
」
を
書

写
し
て
い
る

A
X
B

。
同
僧
を
播
磨
阿
闍
梨
と
見
做
せ
ば
、
下
向
の
日
限
は
一
層
限
定
で
き
よ
う
が
、
識
語
に
は
本
奥
書
、
書
写
の
場
所

な
ど
は
記
さ
れ
ず
判
断
は
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

頼
縁
が
鎌
倉
で
先
ず
居
を
定
め
た
の
は
佐
々
目
谷
で
あ
っ
た
。
同
所
に
は
遺
身
院
が
あ
る
の
で
、
そ
の
僧
坊
に
落
ち
着
い
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
遺
身
院
に
滞
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
頼
瑜
の
人
脈
に
よ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
永
仁
三
年
当
時
の
同
院
住
持
は
頼
助
（
若
宮
上
綱
。
初
名
は
頼
守
）
で
あ
っ
た
が
、
頼
助
の
法
系
は
頼
瑜
の
そ
れ
に
近
い
も
の
が

あ
っ
た
。
頼
助
の
師
守
海
（
文
永
三
年
〈
一
二
六
六
〉
正
月
没
）
は
長
ら
く
遺
身
院
住
持
に
在
っ
た
が
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
七
月

二
十
五
日
に
鎌
倉
北
斗
堂
で
報
恩
院
憲
深
（
弘
長
三
年
〈
一
二
六
三
〉
没
）
か
ら
醍
醐
流
・
報
恩
院
流
を
相
承
し
た

A
Y
B

。
頼
助
は
こ
の
守

海
か
ら
同
流
を
相
承
し
て
い
る
の
で
あ
る

A
Z
B

。
頼
瑜
が
晩
年
の
憲
深
か
ら
報
恩
院
流
の
伝
受
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

だ
が
、
さ
ら
に
頼
瑜
は
憲
深
没
後
の
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
十
二
月
八
日
に
、
そ
の
正
嫡
実
深
か
ら
具
支
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。

頼
縁
は
報
恩
院
流
佐
々
目
方
を
厳
雅
（
厳
増
）
か
ら
受
け
て
い
る
が
、
厳
雅
は
鎌
倉
北
斗
堂
で
守
海
が
憲
深
に
伝
受
の
時
に
持
金
剛
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衆
を
勤
め

A
[
B

、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
六
月
十
九
日
に
守
海
が
信
成
に
授
法
し
た
時
に
は
、
色
衆
と
し
て
呪
願
・
嘆
徳
を
勤
め
て
い

る
よ
う
に

A
\
B

、
厳
雅
を
介
し
て
頼
助
の
師
僧
守
海
に
連
な
っ
て
い
た
。
北
条
経
時
の
子
で
佐
々
目
大
僧
正
と
呼
ば
れ
、
法
務
、
東
寺

二
長
者
等
を
歴
任
し
、
円
教
寺
・
遍
照
寺
・
鎌
倉
若
宮
別
当
職
な
ど
に
補
任
さ
れ
て
、
鎌
倉
だ
け
で
な
く
真
言
宗
内
に
大
き
な
権

威
を
振
っ
た
頼
助
の
住
す
る
寺
院
に
落
ち
着
い
た
こ
と
は
自
然
と
も
い
え
よ
う
。

頼
助
は
永
仁
三
年
七
月
二
十
八
日
に
遺
身
院
で
、
西
院
流
を
元
瑜
に
受
法
し
た
が
、
翌
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
二
月
二
十
八
日

に
没
し
た

A
]
B

。
こ
の
時
頼
縁
は
「
若
宮
上
綱
」
頼
助
菩
提
の
た
め
に
、
鎌
倉
泉
谷
の
多
宝
寺
に
留
ま
り
、
三
月
二
日
ま
で
に
宝
篋
院

本
の
「
鶴
林
鈔

A
^
B

」
及
び
「
別
尊
雑
記

A
_
B

」
を
書
写
し
て
い
る
。
自
分
の
居
住
を
受
容
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
も
い
え
よ
う
が
、

ま
た
頼
瑜
を
通
じ
て
頼
縁
の
下
向
と
宿
所
提
供
の
便
宜
を
計
る
よ
う
に
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

五　

頼
縁
の
東
国
で
の
活
動

鎌
倉
に
下
っ
て
か
ら
の
頼
縁
の
動
向
は
、
史
料
の
制
約
が
あ
り
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
が
携
行
し
て
き
た
頼
瑜
著
述

等
の
書
写
本
を
、
下
野
金
剛
福
寺
開
山
の
鑁
海
の
弟
子
儀
海
が
諸
所
で
転
写
し
た
時
の
識
語
を
通
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る

A
`
B

。
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
年
次
順
に
掲
げ
頼
縁
の
活
動
を
見
て
い
き
た
い
。

・
永
仁
三
年（
一
二
九
五
）八
月
二
日　

佐
々
目
谷
に
て
宝
篋
院
本
を
以
て「
秘
鈔
口
決
」第
一
を
書
写
す
る（
真
福
寺
文
庫
所
蔵「
秘

鈔
口
决
目
録
」〈
三
八
合
一
四
号
〉）。

・
同
三
年
九
月　

こ
の
月
三
日
、
佐
々
目
谷
に
て
宝
篋
院
本
を
も
っ
て
「
秘
鈔
三
巻
口
決
抄
」（
真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
秘
鈔
口
决
目

録
」〈
三
八
合
一
四
号
〉）、
同
十
五
日
に
「
諸
尊
法
」
を
書
写
す
る
（『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第
十
一
輯
、
一
三
〇
六
号
）。

・
同
三
年
十
二
月　

佐
々
目
谷
禅
室
に
て
、
二
日
に
宝
篋
院
本
「
醍
醐
正
流
三
宝
院
灌
頂
私
日
記
」（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
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三
二
二
頁
）
を
、十
日
に
同
院
本
「
秘
鈔
口
決
」
第
十
二
（
真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
秘
鈔
口
决
目
録
」〈
三
八
合
一
四
号
〉）
を
書
写
す
る
。

・
同
四
年
（
一
二
九
六
）
一
月
十
一
日　

佐
々
目
僧
坊
に
て
「
秘
鈔
口
決
」
第
二
を
書
写
す
る
（
真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
秘
鈔
口
决
目
録
」

〈
三
八
合
一
四
号
〉）。

・
同
四
年
三
月
二
日　
「
権
律
師
頼
縁
」、
同
年
二
月
二
十
八
日
に
「
若
宮
上
綱
」
頼
助
死
去
の
た
め
、
暫
く
鎌
倉
泉
谷
の
多

宝
寺
に
留
ま
り
、
こ
の
日
そ
の
菩
提
の
た
め
に
宝
篋
院
本
「
鶴
林
鈔
」「
別
尊
雑
記
」
の
書
写
を
お
え
る
。

・
同
四
年
三
月　

鎌
倉
菩
提
谷
に
て
宝
篋
院
本
を
以
て
、四
日
に「
秘
鈔
口
決
」第
十
二（
真
福
寺
文
庫
所
蔵「
秘
鈔
口
决
目
録
」〈
三
八

合
一
四
号
〉）、
五
日
に
同
第
四
真
福
寺
文
庫
所
蔵
（「
秘
鈔
口
决
目
録
」〈
三
八
合
一
四
号
〉）
を
書
写
校
合
す
る
。

・
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
一
月
～
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
六
月
六
日　

儀
海
、
頼
縁
の
居
住
す
る
武
蔵
国
由
井
郷
横
河
の
慈

根
寺
を
訪
れ
、
頼
縁
所
持
の
「
菩
提
心
論
愚
草
」「
秘
蔵
開
藏
鈔
」「
秘
鈔
聞
書
」「
即
身
義
愚
草
」「
大
疏
指
心
鈔
」「
二

教
論
愚
草
」
等
の
頼
瑜
著
述
類
を
書
写
す
る
が
、「
秘
鈔
聞
書
」
は
伝
授
も
受
け
る
。
頼
縁
が
い
つ
頃
か
ら
同
寺
に
居
住

し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
儀
海
の
頼
縁
所
持
本
の
書
写
は
こ
の
時
が
最
初
で
あ
る
（
各
書
は
大
須
真
福
寺
・
智
積
院
新
文
庫

所
蔵
）。

・
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
六
月
二
十
五
日
～
八
月　

頼
縁
、
鎌
倉
大
仏
谷
に
留
ま
る
が
、
儀
海
、
同
所
に
て
頼
縁
書
写
本
を

以
て
「
二
教
論
愚
草
」「
吽
字
義
秘
訣
」
を
書
写
す
る
。

・
徳
治
二
年
九
月  

頼
縁
、
武
蔵
国
由
井
郷
横
河
に
往
き
、「
二
教
論
愚
草
」
上
巻
中
を
書
写
す
る
。

・
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
五
月  

頼
縁
、
鎌
倉
大
仏
谷
に
留
ま
る
が
、
儀
海
、
同
所
に
て
頼
縁
書
写
本
を
以
て
「
薄
草
子
口
決
」

第
一
「
瑜
祇
経
拾
古
鈔
」「
瑜
祇
経
立
印
」
等
を
書
写
す
る
。

・
延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
四
月　

真
海
、
高
塚
の
禅
坊
に
て
頼
縁
書
写
本
の
「
薄
草
紙
口
決
」
第
一
を
書
写
す
る
（『
真
言
宗

智
山
派
所
属
寺
院
聖
教
撮
影
目
録
』
三
巻
五
〇
頁
）。
高
塚
の
場
所
は
特
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
頃
頼
縁
は
慈
根
寺
に
居
た
。
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・
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
十
月　

儀
海
、
こ
の
月
二
十
四
日
慈
根
寺
に
て
「
金
界
発
慧
集
」、
二
十
九
日
に
武
蔵
由
井
大
幡
永

徳
寺
に
て
「
胎
蔵
入
理
鈔
」「
金
剛
界
奥
義
集
」（
大
須
真
福
寺
所
蔵
）
を
書
写
す
る
。

・
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
六
月
十
九
日　

儀
海
、
武
蔵
由
井
南
河
口
の
長
楽
寺
に
お
け
る
談
議
の
時
「
即
身
成
仏
義
顕
得
抄
」

を
書
写
す
る
。

・
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
～
十
一
月  

頼
縁
伝
法
の
資
で
あ
る
実
真
、
頼
縁
所
持
の
「
野
道
鈔
」「
野
金
鈔
」「
野
胎
鈔
」

「
野
火
鈔
」を
書
写
す
る
。
場
所
は
不
記
。
各
鈔
は
弘
安
二
年（
一
二
七
九
）に
大
和
の
般
若
寺
密
厳
院
に
て
書
写
し
た
も
の
。

実
真
は
実
勝
方
・
中
性
院
流
に
お
け
る
頼
縁
の
正
嫡
で
、
後
に
称
名
寺
四
代
と
な
る
。

・
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
二
十
日
～
五
月　

儀
海
、「
先
師
法
印
頼
ー
（
縁
）
遺
跡
」
た
る
陸
奥
小
手
保
川
俣
の
宿
坊
（
甘

呂
寺
）
に
て
、頼
縁
所
持
本
の
「
釈
論
開
解
鈔
」「
十
住
心
論
引
文
」「
十
住
心
論
愚
草
」「
十
住
心
論
勘
注
」
等
を
書
写
す
る
。

・
元
応
元
年（
一
三
一
九
）閏
七
月  
儀
海
、こ
の
年
四
月
よ
り
陸
奥
小
手
川
保
川
俣
に
滞
在
し「
先
師
法
印（
頼
縁
）」本
を
以
て「
十

住
心
論
六
引
文
第
二
」
を
書
写
す
る
。

・
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
四
月
～
同
三
年
八
月　

儀
海
、「
陸
奥
国
小
手
保
河
俣
坊
（
甘
呂
寺
）」
に
赴
き
、「
先
師
法
印
頼
ー
御
本
」

を
以
て
「
十
住
心
論
愚
草
」「
十
住
心
論
勘
抄
」
等
を
書
写
。

六　

頼
縁
授
受
の
法
流
を
め
ぐ
っ
て

頼
縁
は
頼
瑜
教
学
の
東
国
伝
播
に
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
事
相
伝
承
の
面
で
も
東
国
に
足
跡
を
残
し
た
。
印

融
が
「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」
で
頼
縁
を
「
於
根
来
寺
中
性
院
随
頼
瑜
法
印
、
伝
事
相
之
源
極
、
習
教
相
之
淵
底
之
人
也
」
と
評
し

た
こ
と
は
、
何
度
か
紹
介
し
た
が
、『
密
教
大
辞
典
』
所
収
の
「
東
密
相
伝
各
流
」
中
か
ら
頼
瑜
―
頼
縁
の
相
承
が
見
ら
れ
る
法
流
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を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
報
恩
院
流
実
深
方　

頼
瑜
―
頼
縁
―
儀
海
―
信
瑜
―
任
瑜
―
政
祝
…
…
（
大
須
宝
生
院
相
承
）

②
報
恩
院
流
佐
々
目
流　

 

憲
深
―
守
海
―
厳
雅
―
頼
縁
―
良
殿
―
聖
憲
…
…
（
根
来
相
承
）

　

 　
　

 
（
厳
雅
は
鎌
倉
北
斗
堂
で
守
海
が
憲
深
に
伝
受
の
時
持
金
剛
衆
を
勤
〈
報
恩
院
入
壇
資
〉
三
七
四
頁
）

③
報
恩
院
流
儀
海
方　

鑁
海　
　
　
　
　

儀
海
―
能
信
―
信
瑜
―
任
瑜
…
…
（
大
須
宝
生
院
相
承
）

   　
　
　
　
　
　
　

頼
瑜
―
頼
縁
―

④
実
勝
方
・
中
性
院
流　

実
勝
―
頼
瑜
―
頼
縁
―
実
真
―
等
海
―
義
印
…
…
印
融
…
…
（
関
東
流
布
）

こ
れ
ら
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
金
沢
称
名
寺
四
代
と
な
る
実
真
が
受
法
し

A
a
B

、
さ
ら
に
印
融
の
相
承
を
通
じ
て
、
近
世

に
ま
で
現
在
の
横
浜
・
川
崎
市
域
を
中
心
と
す
る
南
関
東
に
展
開
し
た
④
の
実
勝
方
・
中
性
院
流
で
あ
る
。
こ
の
法
流
の
印
融
ま

で
の
展
開
の
様
子
は
、
印
融
が
編
ん
だ
「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」
に
詳
し
い
。

七　

頼
縁
の
没

東
国
に
下
り
、
頼
瑜
の
教
学
思
想
の
伝
播
に
努
め
た
頼
縁
の
最
後
に
つ
い
て
は
年
月
、
入
寂
の
地
な
ど
は
伝
わ
ら
な
い
。「
三

宝
院
末
資
実
真
」
は
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、「
師
主
法
印
御
房
頼
縁
」
の
御
本
を
借
覧
し
て
「
野

道
鈔
」「
野
金
鈔
」「
野
胎
鈔
」「
野
火
鈔
」
を
書
写
し
て
い
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
こ
れ
が
頼
縁
の
生
存
を
確
認
で
き
る
最
後

年
の
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
五
年
後
の
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
に
か
け
て
、
頼
縁
が
東
国
に
も

た
ら
し
た
頼
瑜
著
述
類
の
書
写
を
精
力
的
に
重
ね
て
き
た
儀
海
は
、「
先
師
法
印
頼
ー
遺
跡
」
の
陸
奥
国
小
手
保
河
俣
宿
坊
甘
呂

寺
で
、
頼
縁
御
本
を
以
て
「
釈
論
開
解
鈔
」
十
八
を
書
写
し
て
い
る

A
b
B

。
先
師
法
印
・
遺
跡
の
呼
称
は
既
に
頼
縁
が
没
し
て
い
た
こ
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と
を
示
し
て
い
よ
う
。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
正
月
に
な
る
と
儀
海
は
根
来
寺
上
り
、
二
十
五
日
に
中
性
院
で
「
十
住
心
論
愚
草
」

を
書
写
し
た
が
、
そ
の
十
巻
下
の
奥
書
識
語
に
は
「
祖
師
中
性
院
并
先
師
法
印
奉
廻
向
御
菩
提

A
c
B

」
と
記
し
て
い
る
。
祖
師
頼
瑜
と

先
師
頼
縁
の
菩
提
の
た
め
に
回
向
す
る
意
で
あ
り
、
頼
縁
は
正
和
二
年
十
月
か
ら
文
保
二
年
三
月
ま
で
の
間
に
没
し
て
い
た
こ
と

を
確
か
に
し
て
い
よ
う
。
頼
縁
は
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
の
出
生
で
あ
る
か
ら
仮
に
文
保
二
年
の
没
と
す
れ
ば
、
享
年
は
六
十
五

歳
で
奥
州
白
河
の
小
手
保
河
俣
坊
甘
呂
寺
に
生
涯
を
閉
じ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

頼
縁
の
師
僧
頼
瑜
は
、
頼
縁
が
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
半
ば
に
鎌
倉
に
下
っ
て
か
ら
八
年
余
り
の
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
元
旦

に
七
十
九
歳
で
没
し
た
。
頼
瑜
が
頼
縁
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
頼
縁
が
い
か
な
る
情
報
を
頼
瑜
に
寄

せ
て
い
た
の
か
等
は
全
く
定
か
で
な
い
が
、
否
定
的
な
評
価
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
初
期
に
、
か
つ
て
は
根
来
寺
学
侶
方
の
能
化
、
妙
音
院
主
玄
誉
の
門
下
で
あ
り
、
当
時
は
近
江
国
坂
田
郡
惣
持
寺
の

住
持
に
就
い
て
い
た
実
海
が
纏
め
た
「
根
来
寺
教
相
相
承
之
次
第

A
d
B

」
に
頼
縁
の
名
は
見
出
せ
な
い
が
、
共
に
学
生
供
に
選
出
さ
れ

た
実
算
は
頼
瑜
門
下
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
実
算
が
根
来
寺
宝
積
院
住
持
と
な
り
左
学
頭
に
昇
っ
た
の
で
不
思
議
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
実
算
や
盛
紹
が
書
写
し
た
頼
瑜
の
著
述
は
一
冊
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
若
く
か
ら
俊
秀
を
評
価
さ
れ
、
大
伝
法
院
所
司

内
に
お
け
る
昇
進
も
順
調
で
あ
っ
た
頼
縁
も
、
根
来
寺
で
活
動
を
続
け
て
い
た
な
ら
ば
、
根
来
寺
の
教
相
史
上
に
名
を
遺
す
可
能

性
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
壮
年
で
鎌
倉
に
下
り
、
根
来
に
戻
ら
ず
頼
瑜
教
学
の
普
及
に
尽
く
し
て
東
国
で
生
涯
を
終
え
た
た
め
、

余
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
も
た
ら
し
た
頼
瑜
主
著
は
儀
海
、
次
い
で
能
信
ら
の
転

写
を
介
し
て
広
く
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
功
績
は
称
揚
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
坂
本
正
仁
「
頼
瑜
直
門
の
書
写
活
動
―
頼
瑜
と
頼
縁
・
良
殿
・
頼
淳
ら
―
」（『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
へ
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
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研
究
科
、
二
〇
〇
二
）、
赤
塚
祐
道
「
中
世
根
来
寺
に
お
け
る
書
写
活
動
―
良
殿
と
頼
縁
―
」（『
密
教
学
研
究
』
四
六
号
、
二
〇
一
四
）。
ま

た
新
義
真
言
宗
史
研
究
会
編
・
坂
本
正
仁
監
修
『
中
性
院
頼
瑜
年
譜
』
永
仁
二
年
十
二
月
二
十
九
日
条
で
、
頼
縁
の
鎌
倉
下
向
に
関
す
る
史

料
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
）『
密
教
論
叢
』
二
〇
号
、
一
九
四
〇
。

（
３
）
智
山
勧
学
会
編
『
中
世
の
仏
教
―
頼
瑜
僧
正
を
中
心
と
し
て
―
』
二
〇
〇
五
。

（
４
）『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
第
二
編
第
六
章
関
東
に
於
け
る
東
密
の
展
開
、
第
五
節
新
義
教
学
の
発
展
（
三
）
新
義
教
学
の
受
容
、

一
九
六
三
。

（
５
）
こ
の
櫛
田
良
洪
の
頼
瑜
鎌
倉
下
向
説
は
問
題
で
あ
る
。
中
性
院
頼
瑜
と
同
時
期
に
、
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
る
僧
に
吉
田
僧
都
頼
瑜
が
い
る
。

彼
は
吉
田
少
納
言
俊
氏
の
子
息
で
、
初
名
を
厳
宝
と
い
い
二
十
四
歳
の
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
十
一
月
に
元
瑜
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）

五
月
三
日
に
頼
助
か
ら
受
法
し
て
い
る
が
、
同
年
二
月
十
二
日
に
頼
明
が
頼
助
に
鶴
ケ
岡
別
当
坊
で
受
法
し
た
時
に
は
色
衆
と
し
て
神

供
を
勤
め
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
十
二
月
に
頼
昌
が
元
瑜
に
受
法
し
た
際
に
は
色
衆
と
し
て
護
摩
を
勤
め
た
（『
血
脈
類
聚
記
』
第

十
二
・
十
三
）。
ま
た
中
性
院
頼
瑜
没
後
の
活
動
に
な
る
が
吉
田
僧
都
と
は
別
人
で
、延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
十
一
月
二
十
二
日
（
二
十
八
歳
）

に
元
瑜
か
ら
佐
々
目
で
受
法
し
た
僧
に
字
を
伊
予
と
号
す
る
頼
瑜
が
い
た
よ
う
に
（『
血
脈
類
聚
記
』
第
十
二
）、
中
性
院
頼
瑜
の
活
動
時
期

に
複
数
の
同
名
僧
を
確
認
で
き
る
。
金
沢
文
庫
所
蔵
の
頼
瑜
書
状
は
吉
田
僧
都
頼
瑜
の
可
能
性
が
強
い
た
め
、
註
１
の
新
義
真
言
宗
史
研
究

会
編
・
坂
本
正
仁
監
修
『
中
性
院
頼
瑜
年
譜
』
で
は
、
中
性
院
頼
瑜
の
事
項
と
し
て
採
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
６
）
儀
海
に
つ
い
て
は
細
谷
勘
資
「
儀
海
の
布
教
活
動
と
中
世
多
摩
地
方
」（『
八
王
子
の
歴
史
と
文
化
』
一
九
八
九
）、
藤
田
定
興
「
小
手
保
川
俣

へ
の
真
言
教
学
普
及
と
儀
海
」（『
福
島
史
学
研
究
』
五
二
号
、
一
九
九
〇
）、
川
澄
祐
勝
「
儀
海
上
人
と
高
幡
不
動
尊
金
剛
寺
」（『
多
摩
の
あ

ゆ
み
』
一
〇
四
号 「
特
集
多
摩
の
名
僧
」
二
〇
〇
一
）
等
の
論
考
が
あ
る
。
儀
海
さ
ら
に
能
信
ら
の
書
写
活
動
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰

郎
が
「
真
福
寺
聖
教
の
形
成
と
頼
瑜
の
著
作
―
能
信
を
中
心
と
す
る
新
義
真
言
教
学
の
伝
流
―
」（『
頼
瑜
僧
正
七
百
年
御
遠
忌
記
念
論
集
新

義
真
言
教
学
の
研
究
』
平
成
十
四
年
）
で
詳
述
し
て
い
る
。

（
７
）
高
野
山
釈
迦
文
院
所
蔵
同
書
奥
書
（『
特
別
展
中
世
よ
こ
は
ま
の
学
僧　

印
融
―
戦
国
に
生
き
た
真
言
密
教
僧
の
足
跡
―
』
二
六
六
頁
、
横
浜

市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七
）。
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（
８
）「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
」（
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
四
一
合
五
四
号
）。

（
９
）『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
五
一
頁
。

（
10
）
頼
豪
『
束
草
集
』
六
（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
一
巻
）
所
収
、八
月
二
日
付
「
文
永
年
中
貫
首
真
光
院
禅
助
御
時
被
置
三
口
学
生
供
御
教
書
文
」。

禅
助
は
醍
醐
寺
所
蔵「
大
伝
法
院
座
主
補
任
次
第
」（
坂
本
正
仁「
醍
醐
寺
所
蔵
大
伝
法
院
関
係
諸
職
の
補
任
次
第
に
つ
い
て
―
紹
介
と
翻
刻
―
」

〈『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
八
八
〉）
に
よ
れ
ぱ
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
二
月
に
座
主
職
を
兼
助
に
譲
っ
て
い
る
の
で
八
月

の
最
下
限
は
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
と
な
る
。
ま
た
『
束
草
集
』
は
正
平
十
六
年
（
一
三
六
一
）
作
の
文
を
載
せ
る
よ
う
に
後
世
の
編
纂

で
あ
る
の
で
、
縁
成
で
な
く
当
時
伝
承
さ
れ
て
い
た
名
前
の
頼
縁
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）『
根
来
要
書
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
六
月
四
日
付
「
請
官
符
状
」。

（
12
）『
束
草
集
』
六
所
収
。

（
13
）
字
は
賢
広
房
。
五
十
一
歳
の
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
八
月
二
十
九
日
に
根
来
寺
中
性
院
で
頼
瑜
に
受
法
し
て
い
る
（「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌

頂
資
記
」
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
四
一
合
五
四
号
）。

（
14
）
醍
醐
寺
所
蔵
「
密
厳
院
院
主
補
任
次
第
」（
坂
本
正
仁
「
醍
醐
寺
所
蔵
大
伝
法
院
関
係
諸
職
の
補
任
次
第
に
つ
い
て
―
紹
介
と
翻
刻
―
」〈『
豊

山
教
学
大
会
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
八
八
〉）・『
束
草
集
』
二
所
収
「
宝
積
院
学
頭
律
実
師
算
三
十
三
年
諷
誦
文
」。

（
15
）
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
五
一
頁
）。

（
16
）
牧
野
淳
司
「
高
野
山
に
お
け
る
大
伝
法
院
方
の
唱
導
資
料
『
寺
役
転
輪
集
』
に
つ
い
て
」（
佐
藤
彰
一
・
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト

の
世
界
へ
』
二
〇
〇
二
）
に
よ
っ
て
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
当
時
執
行
さ
れ
て
い
た
行
事
を
知
ら
れ
る
。

（
17
）『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
五
九
・
六
三
・
六
四
・
六
五
・
六
八
・
七
一
・
七
二
頁
。

（
18
）
印
融
は
「
三
宝
院
伝
法
血
脈
」（『
続
群
』
二
八
輯
下
）
の
「
第
廿
七
代
祖
頼
瑜
法
印
徳
行
并
附
法
弟
子
」
で
、頼
縁
は
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）

中
に
根
来
寺
中
性
院
で
頼
瑜
か
ら
三
宝
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
伝
受
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
」
に
は

見
え
な
い
。
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
新
義
真
言
宗
史
研
究
会
編
、
坂
本
正
仁
監
修
『
中
性
院
頼
瑜
年
譜
』
の
永
仁
二

年
「
こ
の
年
」
項
で
触
れ
た
。

（
19
）
高
野
山
釈
迦
文
院
所
蔵
同
書
奥
書
（『
特
別
展
中
世
よ
こ
は
ま
の
学
僧　

印
融
―
戦
国
に
生
き
た
真
言
密
教
僧
の
足
跡
―
』
二
六
五
～
二
六
六



—104—

頁
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七
）。

（
20
）「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
」（
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
四
一
合
五
四
号
）。

（
21
）
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
一
三
八
・
一
三
九
頁
）。

（
22
）
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
四
七
四
頁
）。

（
23
）
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
六
三
・
六
六
・
六
七
頁
）。

（
24
）『
中
性
院
頼
瑜
年
譜
』
弘
安
九
年
七
・
八
月
条
参
照
。

（
25
）『
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
記
』（
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
四
一
合
五
四
号
）。

（
26
）
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
一
二
五
頁
）。

（
27
）
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
同
書
奥
書
（『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
二
六
～
三
二
頁
）。
な
お
一
連
の
書
写
識
語
を
見
る
と
、
仁
恵
の
書
写
識

語
は
十
六
巻
中
の
十
・
十
六
の
両
巻
に
の
み
見
え
、
他
に
は
頼
縁
の
書
写
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
両
巻
以
外
は
頼
縁
書
写
と
理

解
さ
れ
よ
う
が
、
仁
恵
は
十
六
巻
識
語
で
播
磨
阿
闍
梨
（
頼
縁
）
の
依
頼
で
全
十
六
巻
分
を
書
写
し
た
と
明
記
す
る
の
で
、
実
際
に
は
仁
恵

の
書
写
で
あ
っ
た
。
本
例
の
よ
う
に
依
頼
し
た
僧
の
書
写
と
も
解
せ
る
識
語
を
載
せ
る
こ
と
は
、
聖
教
類
の
識
語
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

ま
た
永
仁
三
年
閏
二
月
十
四
日
に
、
頼
淳
が
根
来
寺
中
性
院
で
「
薄
草
子
口
决
」
最
終
巻
二
十
巻
を
書
写
し
て
い
る
が
、
以
前
の
巻
数
に
は

頼
縁
書
写
の
識
語
が
あ
る
。
こ
の
書
も
頼
縁
が
鎌
倉
に
携
行
し
、
や
が
て
能
信
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
い
る
。「
薄
草
子
口
决
」
の
場
合
も
頼
淳

の
助
筆
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
28
）
智
積
院
新
文
庫
所
蔵
（『
総
本
山
智
積
院
新
文
庫
目
録
』
三
二
一
頁
）。
本
書
は
智
積
院
二
代
能
化
祐
宜
の
所
持
本
で
あ
り
、
永
享
十
年

（
一
四
三
六
）
書
写
の
第
一
帖
と
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
書
写
の
二
～
二
十
帖
の
都
合
二
十
帖
か
ら
成
る
。
ま
た
大
須
文
庫
真
福
寺
に
も
伝

来
す
る
が
、第
一
帖
は
残
欠
で
奥
書
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
横
浜
市
龍
華
寺
に
も
所
蔵
さ
れ
る
が
、こ
れ
は
印
融
が
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）

に
書
写
し
た
も
の
を
転
写
し
た
も
の
で
、
最
終
の
書
写
年
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
で
あ
る
（『
特
別
展
中
世
よ
こ
は
ま
の
学
僧　

印
融
―

戦
国
に
生
き
た
真
言
密
教
僧
の
足
跡
―
』
二
八
二
頁
）。

（
29
）
永
仁
三
年
の
時
点
で
頼
縁
は
四
十
二
歳
で
あ
る
。
頼
瑜
入
室
の
弟
子
で
、
頼
瑜
没
後
に
大
伝
法
院
学
頭
に
つ
い
た
五
坊
良
殿
は
三
十
四
歳
で

あ
っ
た
。
良
殿
の
実
弟
で
（『
束
草
集
』
四
「
結
縁
灌
頂
乞
戒
文
清
浄
金
剛
院
弘
覚

為
良
殿
乞
戒
文　

」）
後
に
根
来
寺
相
承
の
実
勝
方
・
中
性
院
流
の
頼
瑜
の
正
嫡
と
な
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頼瑜教学の東国伝播（坂本）

る
頼
淳
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
ま
た
頼
瑜
か
ら
「
勧
劣
向
勝
不
退
門
広
短
冊
」
の
作
成
を
遺
命
さ
れ
、
後
に
学
頭
職
に
つ
い
た
順
継
は

三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

（
30
）「
秘
鈔
口
决
目
録
」（
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
三
八
合
一
四
号
）。

（
31
）『
金
澤
文
庫
古
文
書
』
十
輯
識
語
篇
一
、六
七
七
・
六
八
三
号
。

（
32
）「
報
恩
院
入
壇
資
」（『
続
群
』
二
六
輯
上
）。

（
33
）「
血
脈
類
集
記
」
第
二
（『
真
言
宗
全
書
』）。

（
34
）「
報
恩
院
入
壇
資
」（『
続
群
』
二
六
輯
上
）。

（
35
）「
血
脈
類
集
記
」
第
十
一
（『
真
言
宗
全
書
』）。

（
36
）「
血
脈
類
集
記
」
第
十
三
（『
真
言
宗
全
書
』）。

（
37
）
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
所
蔵
同
書
奥
書
、
一
四
五
函
三
八
号
。

（
38
）「
宝
寿
院
の
聖
教
」（『
密
教
学
会
報
』
一
九
・
二
〇
合
併
号
、
四
二
頁
）。

（
39
）
儀
海
の
書
写
活
動
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
郎
が
「
真
福
寺
聖
教
の
形
成
と
頼
瑜
の
著
作
―
能
信
を
中
心
と
す
る
新
義
真
言
教
学

の
伝
流
―
」（『
頼
瑜
僧
正
七
百
年
御
遠
忌
記
念
論
集
新
義
真
言
教
学
の
研
究
』）
参
照
。

（
40
）嘉
暦
三
年（
一
三
二
八
）三
月
二
十
一
日
に
実
真
が
凞
允
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
時
の
紹
文
中
に
、「
幸
蒙
先
師
頼
縁
法
印
具
支
灌
頂
印
可
」（『
金

沢
文
庫
古
文
書
』
九
輯
佛
事
篇
下
、六
六
一
五
号
）
と
あ
る
。
受
法
年
月
は
不
明
だ
が
、正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

三
十
八
歳
の
実
真
は
「
師
主
法
印
頼
縁
御
房
」
本
を
以
て
「
野
道
鈔
」「
野
金
鈔
」「
野
胎
鈔
」「
野
火
鈔
」
を
書
写
し
て
い
る
の
で
（
高
野
山

釈
迦
文
院
所
蔵
〈『
特
別
展
中
世
よ
こ
は
ま
の
学
僧　

印
融
―
戦
国
に
生
き
た
真
言
密
教
僧
の
足
跡
―
』
二
六
六
頁
〉）
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。

（
41
）『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
六
〇
～
六
七
頁
。

（
42
）『
真
福
寺
善
本
目
録　

続
輯
』
一
〇
三
頁
。

（
43
）「
野
澤
血
脈
集
」
第
三
（『
真
言
宗
全
書
』）。
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